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髙梨一彦１・平山洋子２・太田百合子３・井口由子３・秋元宏之４

１　和洋女子大学人間社会学系心理学・教育学研究室

２　岡部バルブ工業株式会社

３　児童育成協会こどもの城小児保健部

４　児童育成協会こどもの城体育事業部

はじめに

　子どもたちの健全育成ということが言われているが、それは心だけではなく、体の側面に

ついても言うまでもない。子どもの肥満に関しては大人で言われるメタボリックシンドロー

ムという言葉やその定義が近年提唱され始めている（大関、2005；中川、2007）。メタボリ

ックシンドロームという言葉ではなく、「肥満」という言葉でとらえられている子どもたちは、

「この30年間に２～３倍に増え、現状では小中学生の約10%が肥満していることが分かって」

きている（中川、前出）。その中で「メタボリックシンドロームと考えられる病態を示す子

どもたちは肥満を認める子ども10人のうち１～２人という高頻度」という指摘があり（中川、

前出）、その子どもたちが大人になるにしたがってメタボリックシンドロームは増えること

が予測され（有坂、2007）、この事態は今後の問題になるであろうことは明らかである。

肥満児童の身体運動ならびに心理的特性について（その１）１

―歩数計による運動量と生活調査を通して―

１本研究は平成19年度和洋女子大学研究奨励費の補助を受けて行われた。
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図１　肥満傾向児の出現率の比較

（平成17年度文部科学省学校保健統計調査より作成）

　図１は昭和52年と平成17年の肥満傾向児の出現率を学年ごとに比較したものである。小学

１年生では2.6%から4.7%へ、小学６年生では6.5%から10.2%へ、学年が上がるごとに増加し

ていることがわかる。肥満傾向の子どもたちが増加しているのは一目瞭然である。

　一方で肥満と判断される子どもたちについてはその心理的な特徴（吉田、；南前・石原・

花木、2007）が明らかにされており、また彼らが日常の日常の生活をどのように過ごしてい

るかということについては諸種の生活状況調査が行われている。それらの間にどのような関

係があるのか、またどのような働きかけをすることが肥満児への効果的な指導になるのかに

ついては、実践指導と基礎的な研究が求められるところである。

　この状況について例えば肥満児を対象にして指導の実践を行っている児童センターでの調

査研究を石井ほか（2006）、髙梨ほか（2006）さらに髙梨ほか（2007a、2007b）が行っており、

次のような結果が明らかになっている。

　１）歩数データには個人差が大きいが、一定の傾向が見られること

　２）夏休み中の歩数では平均して１日7000歩が一つの目安となり、それを超えた児童では

肥満の改善が見られたこと

　３）歩数データには生活パターンが一定の傾向で現れているであろうこと

　４）冬休みは夏休みに比べて歩数が全体として少ない

　５）冬休みは期間もあるが、栄養指導のコントロールは比較的うまくなされている
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　しかしながら、この関連の研究については心理的および運動的な基礎データはまだ求めら

れるものと思われる。そこで本研究では、東京都内の児童センターに通って指導を受けてい

る肥満児たちにこれまで行ってきた生活状況調査に親子間のやり取りを含む項目を追加して

歩数データのパターンの確認ならびに生活状況調査との関連について検討していくことを目

的とする。

方　法

１．対象者

　児童育成協会こどもの城小児保健部（以下、こどもの城と略す）で行われている「太りす

ぎクラス」に通う肥満児童21名（男児14名、女児７名；A～U児とする）。調査開始当初の

平均年齢は9.1歳（７歳から11歳）、平均肥満率は36.3%（肥満度は17.4%から99%）。肥満教室

はほぼ週に１回実施される。１時間の運動の時間のほかに、月１回の身体測定に加えて栄養

指導が行なわれている。

２．調査ならびに測定期間

　2007年４月21日から2008年２月９日のほぼ２週間に１度、こどもの城に実験者ならびに実

験補助者２名の３名が出向き、装着した歩数計のデータをパソコンに収集し、歩数計の状態

をチェックして引き続きデータを収集した。

３．手続き

　各児童に24時間にわたる歩数を２週間分メモリーできる歩数計（OMRON;HJ-710IT）を

貸し出した。夏休み以降はオムロンヘルスケア株式会社の好意を得て借用した研究用の歩数

計（HJ-720IT）を同様の手続きを踏んで装着してもらった。貸し出しの際には必要な基礎

データである歩幅と体重（あらかじめ収集してある身体測定データ）を入力した上で貸し出

した。歩幅の測定は４月当初の身体測定時に５mの距離を二度歩いてもらって実測した。歩

数計のデータは専用ソフトにより１時間ごとの歩数を知ることができる。この歩数計をなる

べく毎日、起きてから寝るまで一日中装着してもらい、歩数計に蓄積されたデータを最低２

週間に１度は肥満教室にて収集した。さらに研究同意の得られた児童の保護者に質問紙を配

布し、回答してもらった。配布は夏休み明けの2007年９月15日から行い、回収は10月中旬ま

でとした。

　なお、本研究は児童育成協会こどもの城小児保健部ならびに体育事業部との共同研究であ

り、事前に保護者に研究同意書を口頭で説明した後に配布し、同意を得た対象者のみのデー
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タを使用した。また、「和洋女子大学ヒトを対象とする生物学的・疫学的研究に関する倫理

委員会」の承認を経ている。

　質問紙の内容は、夏休みの過ごし方、夏休み中の食事に関すること、体型について、そし

て親子関係についての大きく分けて４つの項目に分かれている。親子関係についての質問項

目は14項目。回答は「いつも」「よく」「ときどき」「いいえ」の４件法である。詳細につい

ては別添の資料参照。

４．結果の処理

　歩数計からパソコンに収集したデータをExcelでグラフ化した。分析に用いたデータは、

１）ある程度の安定性を示す、２）装着状況が一定である、３）平日と休日では違いが見ら

れる、４）データを確認して切れ目のないもの、という基準を用い、平日で３日以上連続し

ているもののみを対象とした。対象となる児童21名のうち、この基準に該当したのは10名（児

童A,F,H,J,K,L,M,N,O,U：男児７名、女児３名）であった。今回の報告でデータ分析の対象と

なる期間は６月18日から７月４日であった。

　質問紙の回収は14名分であった（児童A,B,C,D,E,F,I,J,K,L,M,N,S,T：男児10名、女児４名）。

項目をコーディングした後パソコンに入力し、SPSS 14.0J for Windowsを用いて基礎統計分

析を行った。上記の14項目に関しては、「いつも=１」」「よく=２」「ときどき=３」「いいえ

=４」とし、それぞれ頻度と割合を算出した。
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結　果

１．歩数データからみた運動量について

　方法で述べたように３日間連続して歩数データが得られた児童10名を対象として分析し

た。表２は、各児童の３日間の歩数データと平均とSDを算出し表にした。図２は各児童の

３日間の歩数の平均をグラフ化したものである。最も歩数が少ないのは児童Ｌであり平均歩

数は5,250.7歩、最も歩数が多いのは児童Ｕであり平均歩数は14,123.3歩であり、8,872.6歩の

差がある。また、１日ごとでは、最も歩数が少ないのは児童Lの１日目であり歩数は4,209歩、

最も歩数が多いのは児童Mの２日目であり16,986歩である。その差は12,777歩にもなる。平均、

SDを見ても個人差が大きく、また日々の歩数の差も大きいことが分かる。

表１　各児童の連続する３日間の歩数
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図２　各児童の連続する３日間の歩数の平均

　表２は各児童の歩数を１時間ごとにみたときに、１日の内の１時間当たりで最も歩数が多

かった１時間の歩数とその平均とSDを表にしたものであり、図３は１時間ごとの歩数平均

を図にしたものである。最も歩数が少ないのは児童Lで1,329.7歩、最も歩数が多いのは児童

Fで2,922.0歩である。また、全体でみると、最も歩数が少ないのは児童Lの２日目で1,129歩、

最も歩数が多いのは児童Nの１日目で3,329歩、その差は2,100歩である。１時間ごとでみても、

個人差と日々の差が大きいことは明らかである。

表２　各児童の１時間の最大歩数
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図３　１時間ごとの歩数平均

　さらに、個人のデータを詳しくみることにする。図４は１日あたり歩数の少ない児童の歩

数をグラフ化したものである。朝から夜まで歩数データはあるが、時間を追っても歩数は増

えず、この日の歩数の合計は6,058歩であり、全児童の１日の平均歩数の半分ほどである。

図４　歩数の少ない児童の例（児童Lの７月３日）
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　図５は１日あたりの歩数の多い児童の歩数をグラフ化したものである。時間を追うごとに

歩数が増えていることが分かる。この日の１日の歩数の合計は16,986歩であり、歩数の少な

い児童の３倍ほどの歩数である。

図５　歩数の多い児童の例（児童Mの６月26日）
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　図６は１時間ごとの歩数の差が大きい児童の例である。１日のうちで時間ごとの歩数にば

らつきが多い。起床して活動を始めてからで歩数の差が最も大きいのは、14時代と15時代で

ある。14時代は62歩、15時代は3,329歩であり、その差は3,267歩もある。

図６　時間ごとの歩数の差が大きい児童の例（児童Nの６月25日）

２．調査結果の分析について

　質問項目について、表３-１から表３-14に基礎統計の度数分布で得た結果を示す（n=14）。

ただし、欠損値があったので、項目「学校での出来事（授業や遊びなど）を聞きますか」、「休

日には一緒にでかけますか」、「子どもの食べ物の好き嫌いを知っていますか」、「一緒にスポ

ーツをしますか」、「家族で夕食を食べますか」「子どもの勉強をみる（教える）ことはあり

ますか」はn=13、「子どもの性格を理解していますか」はn=12である。また、表５は質問項

目に対する回答の割合を表にしたものである。「学校での出来事（授業や遊びなど）を聞き

ますか」に対する回答は「いつも」が46.2%、「よく」が38.5%、「ときどき」が15.4%である。

「子どもの友達を知っていますか」に対する回答は「いつも」が21.4%、「よく」が64.3%、「と

きどき」が14.3%である。「子どもの性格を理解していますか」に対する回答は「いつも」が

25.0%、「よく」が75.0%である。「子どもと何でも話せますか」に対する回答は「いつも」が

35.7%、「よく」が50.0%、「ときどき」が7.1%、「いいえ」7.1%である。「子どもが学校以外に

でかける時誰とどこへ行くか知っていますか」に対する回答は「いつも」が64.3%、「よく」

が35.7%である。「子どもの学校行事（運動会、保護者会など）に参加しますか」に対する回
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答は「いつも」が50.0%、「よく」が28.6%、「ときどき」が21.4%である。「休日には一緒にで

かけますか」に対する回答は「いつも」が23.1%、「よく」が61.5%、「ときどき」が15.4%で

ある。「子どもの食べ物の好き嫌いを知っていますか」に対する回答「いつも」が38.5%、「よ

く」が61.5%である。「一緒にスポーツをしますか」に対する回答は「いつも」が7.7%、「よく」

が15.4%、「ときどき」が53.8%、「いいえ」が23.1%である。「家族で夕食を食べますか」に対

する回答は「いつも」が53.8%、「よく」が38.5%、「ときどき」が7.7%である。「家族でのだ

んらんの時間はありますか」に対する回答は「いつも」が21.4%、「よく」が50.0%、「ときど

き」が21.4%「いいえ」が7.1%である。「子どもの勉強をみる（教える）ことはありますか」

に対する回答は「いつも」が53.8%「よく」が38.5%「ときどき」が7.7%である。「寝る前に

子どもと｢おやすみなさい｣とあいさつをしますか」に対する回答は「いつも」が78.6%「よく」

が14.3%「ときどき」が7.1%である。「良い事をしたらほめ、悪い事をしたら叱りますか」に

対する回答は「いつも」が78.6%「よく」が14.3%「ときどき」が7.1%である。

表３－１　「学校での出来事（授業や遊びなど）を聞きますか」に対する回答の度数分布（n=13）

表３－２　「子どもの友達を知っていますか」に対する回答の度数分布（n=14）

表３－３　「子どもの性格を理解していますか」に対する回答の度数分布（n=12）
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表３－４　「子どもと何でも話せますか」に対する回答の度数分布（n=14）

表３－５　「子どもが学校以外にでかける時誰とどこへ行くか知っていますか」に対する

回答の度数分布（n=14）

表３－６　「子どもの学校行事（運動会、保護者会など）に参加しますか」に対する

回答の度数分布（n=14）

表３－７　「休日には一緒にでかけますか」に対する回答の度数分布（n=13）

表３－８　「子どもの食べ物の好き嫌いを知っていますか」に対する回答の度数分布（n=13）
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表３－９　「一緒にスポーツをしますか」に対する回答の度数分布（n=13）

表３－10　「家族で夕食を食べますか」に対する回答の度数分布（n=13）

表３－11　「家族でのだんらんの時間はありますか」に対する回答の度数分布（n=14）

表３－12　「子どもの勉強をみる（教える）ことはありますか」に対する回答の度数分布（n=13）

表３－13　「寝る前に子どもと｢おやすみなさい｣とあいさつをしますか」に対する

回答の度数分布（n=14）
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表３－14　「良い事をしたらほめ、悪い事をしたら叱りますか」に対する

回答の度数分布（n=14）

表４　質問項目に対する回答の割合

　また、図７-１から図７-４は、上記の表３-１から表３-14の質問項目の回答の「いつも」と

「よく」の回答を合計し、「いつも、よく」、「ときどき」、「いいえ」の回答ごとにグラフ化

したものである。

　14項目のうち、「学校での出来事（授業や遊びなど）を聞きますか」、「子供の友達を知っ

ていますか」、「子どもが学校以外にでかける時誰とどこへ行くか知っていますか」、「子ども

の学校行事（運動会、保護者会など）に参加しますか」、「休日には一緒にでかけますか」、「子

どもの食べ物の好き嫌いを知っていますか」、「家族で夕食を食べますか」、「子どもの勉強を

みる（教える）ことはありますか」、「寝る前に子どもと｢おやすみなさい｣とあいさつをしま

すか」、「良い事をしたらほめ、悪い事をしたら叱りますか」の11項目については「いいえ」

の回答は０%であった。この内、「いつも、よく」が100%であったのは、「子どもの性格を

理解していますか」、「子どもが学校以外にでかける時誰とどこへ行くか知っていますか」、「子

どもの食べ物の好き嫌いを知っていますか」、「良い事をしたらほめ、悪い事をしたら叱りま

すか」の４項目である。
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　また、「いいえ」の回答があった項目は「子どもと何でも話せますか」（7.1%）「一緒にス

ポーツをしますか」（23.1%）「家族でのだんらんの時間はありますか」（7.1%）の３項目であ

った。

図７－１　「子どもの学校行事（運動会、保護者会など）に参加しますか」

「学校での出来事（授業や遊びなど）を聞きますか」に対する回答の割合

図７－２　「子どもの食べ物の好き嫌いを知っていますか」、「子どもが学校以外にでかける

時誰とどこへ行くか知っていますか」、「子どもと何でも話せますか」、「子どもの性格を理解

していますか」、「子供の友達を知っていますか」に対する回答の割合
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図７－３　「子どもの勉強をみる（教える）ことはありますか」、「家族でのだんらんの時間

はありますか」、「家族で夕食を食べますか」、「一緒にスポーツをしますか」、「休日には一緒

にでかけますか」に対する回答の割合

図７－４　「良い事をしたらほめ、悪い事をしたら叱りますか」、「寝る前に子どもと

｢おやすみなさい｣とあいさつをしますか」に対する回答の割合
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表５　質問項目に対する回答の平均とＳＤ

　表５は質問項目に対する回答の平均とSDを示したものであり、「いつも=１」、「よく=２」、

「ときどき=３」、「いいえ=４」として点数化し、それぞれの質問項目について平均値とSD

を算出したものである。平均の点数が低い順に順位づけた。１位「良い事をしたらほめ、悪

い事をしたら叱りますか」は1.21、２位「寝る前に子どもと｢おやすみなさい｣とあいさつを

しますか」は1.29、３位「子どもが学校以外にでかける時誰とどこへ行くか知っていますか」

は1.36、４位「子どもの勉強をみる（教える）ことはありますか」及び「家族で夕食を食べ

ますか」はそれぞれ1.54、６位「子どもの食べ物の好き嫌いを知っていますか」は1.62、７

位「学校での出来事（授業や遊びなど）を聞きますか」は1.69、８位「子どもの学校行事（運

動会、保護者会など）に参加しますか」は1.71、９位「子どもの性格を理解していますか」

は1.75、10位「子どもと何でも話せますか」は1.86、11位「休日には一緒にでかけますか」

は1.92、12位「子どもの友達を知っていますか」は1.93、13位「家族でのだんらんの時間は

ありますか」は2.14、14位「一緒にスポーツをしますか」は2.92であった。

　全回答の平均は1.75であり、全体を通しては「はい」もしくは「よく」の回答が多かった

ことが分かる。ただし、「家族でのだんらんの時間はありますか」、「一緒にスポーツをしま
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すか」については、他の項目と比べ「ときどき」、「いいえ」の回答が多かった。

考察

１．いくつかの事例から見る肥満児の運動量

　まず、日々の歩数は個人差と１日ごとの差が大きいということである。連続する３日間の

歩数の平均が最も多い児童は14,123.3歩、最も少ない児童は5,250.7歩であり、歩数の多い児

童は歩数の少ない児童の約３倍ほどの歩数であり、その差は8,872.6歩にもなる。また、歩数

のデータを１日ごとにみると、全児童の３日間の中で最も歩数が多い日と最も少ない日はそ

れぞれ、16,986歩と4,209歩であり、最も歩数が多い日は最も歩数が少ない日の４倍ほどであ

り、その差は12,777歩にもなる。個人の歩数の差が大きいことは、個人個人の運動量に差が

あるということを示しているとみて良いだろう。また、日による差は小学校での授業や、習

い事、放課後に出掛けたなど日々の生活の仕方が影響しているのであろうと推測できる。

　さらに、各児童の連続する３日間の歩数データを１日ずつ、それぞれ１時間ごとにして、

各児童の１日の内で最も歩数が多い１時間の平均値をみてみると、その中で最も歩数が少な

いのは1,329.7歩、最も歩数が多いのは2,922.0歩であり、最も多い歩数は最も少ない歩数の２

倍以上で、その差は1592.3歩にもなる。１日の内の１時間の最大歩数を比べても、個人差お

よび１日ごとの差が大きいことが分かる。ここにも、日々の生活の差が現れているのであろ

う。さらに、全児童の１時間ごとの歩数の平均をみると、歩数のピークが８時代と13時代、

15時代にあり、歩数データは小学校がある平日のみを対象としたため、児童の日常生活を考

えると、小学校への登校時と下校時に歩数のピークがあると考えられるであろう。

　次に、各児童のデータを１時間ずつに棒グラフ化し、分類したところ、概ね３つのパター

ンに分けられた。

（１）全体的に歩数が少ない。全体的に歩数の少ない児童は、時間を追っても歩数が増え

　　　ず、１時間ごとの歩数も少ない。

（２）全体的に歩数が多い。全体的に歩数の多い児童は、時間を追うごとに歩数が増えてい

き、１時間ごとの歩数も多い。

（３）１時間ごとの歩数に差が大きい。１時間ごとの歩数に差が大きい児童は、１時間ごと

の歩数に大きく差があり、歩数がばらついている。

　以上の（１）から（３）の３つのパターンに分類されないパターンもあるが、ほとんどが

（１）か（２）に分類される。さらに、以上の３パターンに当てはまる児童について、それ
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ぞれ１人ずつ事例を挙げていく。

　まず、全体的に歩数の少ない児童の例として、児童Lの事例を挙げる。児童Lの連続する

３日間の歩数は、７月２日より4,209歩、6,058歩、5,485歩であり、３日間の平均歩数は

5,250.7歩である。全児童の平均歩数は14,123.3歩であるので、全児童の平均歩数と比べ、児

童Lは-8,872.6歩であり、児童Lの歩数は全児童の平均歩数の１/３近くである。さらに、１日

の歩数を１時間ずつみた時に１日の最大歩数を１日ごとにまとめると、児童Lは全児童の中

で最大歩数が最も少ない日がある。児童Lの３日間のうちの１時間の最大歩数は、７月３日

の10時代の1,129歩である。全児童の平均は2,307.7歩であり、児童Lの平均との差は-1,178.7歩

であり、児童Lの歩数は平均の１/２ほどである。これらのことから、児童Lは歩数が少ない

ことが分かる。

　また、児童Lの14項目それぞれの質問に対する回答は、「学校での出来事（授業や遊びなど）

を聞きますか」および「子どもの友達を知っていますか」は「いつも」、「子どもの性格を理

解していますか」は「よく」、「子どもと何でも話せますか」は「よく」、「子どもの学校行事

（運動会、保護者会など）に参加しますか」は「いつも」、「子どもが学校以外にでかける時

誰とどこへ行くか知っていますか」は「よく」、「子どもの学校行事（運動会、保護者会など）

に参加しますか」は「いつも」、「休日には一緒にでかけますか」は「いつも」、「子どもの食

べ物の好き嫌いを知っていますか」は「よく」、「一緒にスポーツをしますか」は「ときどき」、

「家族で夕食を食べますか」は「いつも」、「家族でのだんらんの時間はありますか」は「い

つも」、「子どもの勉強をみる（教える）ことはありますか」は「いつも」、「寝る前に子ども

と｢おやすみなさい｣とあいさつをしますか」は「いつも」、「良い事をしたらほめ、悪い事を

したら叱りますか」は「いつも」となっていた。さらに、14項目を「いつも=１」、「よく=２」、

「ときどき=３」、「いいえ=４」として点数化した時の平均は1.50となり、全体の平均1.75と

の差は＋0.25ある。回答の全体をみると、「一緒にスポーツをしますか」の回答が「ときどき」

であり、普段の生活の中でも親子で一緒にスポーツをする機会が少ないと推測できる。

　次に全体的に歩数の多い児童の例として、児童Mの事例を挙げる。児童Mの連続する３日

間の歩数は、６月25日より9,696歩、16,986歩、12,630歩であり、３日間の平均歩数は13,104.0

歩である。全児童の平均歩数は14,123.3歩であるので、平均歩数と児童Mの平均歩数の差は

1,019.3歩である。さらに、１日の歩数を１時間ずつみた時の１日の最大歩数を１日ごとにま

とめると、全体の中で児童Mはその最大歩数が最も多い日がある。児童Mの連続する３日間

のうちの１時間の最大歩数は、６月25日の８時代の2,882歩である。全児童の平均は2,307.7

歩であり、児童Mの平均との差は574.3歩であった。児童Mは歩数が多い児童であるという
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ことが分かる。

　また、児童Mの14項目それぞれの質問に対する回答は、「学校での出来事（授業や遊びなど）

を聞きますか」は「よく」、「子どもの友達を知っていますか」は「よく」、「子どもの性格を

理解していますか」は「よく」、「子どもと何でも話せますか」は「よく」、「子どもが学校以

外にでかける時誰とどこへ行くか知っていますか」は「いつも」、「子どもの学校行事（運動

会、保護者会など）に参加しますか」は「ときどき」、「休日には一緒にでかけますか」は「よ

く」、「子どもの食べ物の好き嫌いを知っていますか」は「いつも」、「一緒にスポーツをしま

すか」は「ときどき」、「家族で夕食を食べますか」は「よく」、「家族でのだんらんの時間は

ありますか」は「よく」、「子どもの勉強をみる（教える）ことはありますか」は「よく」、「寝

る前に子どもと｢おやすみなさい｣とあいさつをしますか」は「いつも」、「良い事をしたらほ

め、悪い事をしたら叱りますか」は「いつも」である。前期の児童Lと同様の得点化をする

と平均は1.86となり、全体の平均1.75との差は0.11である。ここで、児童Mは歩数が多いにも

関わらず、児童Lと同様に「一緒にスポーツをしますか」の回答が「ときどき」であるが、「一

緒にスポーツをしますか」に対する回答の具体的なスポーツの自由記述に、児童Lは「サイ

クリング」、児童Mは「テニス」との記述があり、歩数の少ない児童Lと歩数の多い児童Mの

歩数の差は、歩数計を装着していて歩数が増えないサイクリングと、歩数が増えるテニスと

いう、普段良くするスポーツの違いによるものとも考えられる。

　最後に１時間ごとの歩数に差が大きい児童の例として、児童Nの事例を挙げる。児童Nの

連続する３日間の歩数は、６月25日より9,482歩、14,070歩、14,342歩であり、３日間の平均

歩数は12,631.3歩である。全児童の平均歩数は14,123.3歩であるので、その歩数の差は1,492歩

である。また、１時間ごとの１日の最大歩数をまとめると、児童Nの３日間のうちの１時間

の最大歩数は、６月26日の12時代の2,741歩である。全児童の平均は2307.7歩であり、児童N

の平均との差は433.3歩である。さらに、１日の歩数を１時間ごとにみると、児童Nの１時間

ごとの歩数の差が大きいのは６月25日の14時代と15時代であり、14時代は62歩、15時代は

3,329歩である。その差は3,267歩であり、時間帯によって大きな差があり、時間帯ごとに歩

数にばらつきがみられる。児童Nの１日の平均歩数および１日の歩数を１時間ずつみた時の

１日の最大歩数は共に少ないというわけではない。これらのことから考えて継続して運動す

ることが少ないのではないかということが考えられる。

　また、児童Nの14項目それぞれの質問に対する回答は、「学校での出来事（授業や遊びなど）

を聞きますか」は「よく」、子どもの友達を知っていますか」は「いつも」、「子どもと何で

も話せますか」は「いいえ」、「子どもが学校以外にでかける時誰とどこへ行くか知っていま
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すか」は「いつも」、「子どもの学校行事（運動会、保護者会など）に参加しますか」は「よ

く」、「休日には一緒にでかけますか」は「よく」、「子どもの食べ物の好き嫌いを知っていま

すか」は「よく」、「一緒にスポーツをしますか」は「よく」、「家族で夕食を食べますか」は

「いつも」、「家族でのだんらんの時間はありますか」は「よく」、「子どもの勉強をみる（教

える）ことはありますか」は「よく」、「寝る前に子どもと｢おやすみなさい｣とあいさつをし

ますか」は「いつも」、「良い事をしたらほめ、悪い事をしたら叱りますか」は「いつも」で

ある。ただし、「子どもの性格を理解していますか」についての解答は得られなかった。14

項目を前述と同様に得点化した時の平均は1.69となり、全体の平均1.75との差は0.06である。

　以上のように、歩数計を用いて得た歩数データより、肥満児童の歩数のパターンについて、

特徴的である歩数パターンは３つみられた。しかしながら、今回の児童のデータだけからは、

必ずしも３つのいずれかのパターンにぴったりと当てはまるということは言えないであろ

う。さらに、本研究で対象にしたのは、小学校の通常授業が行われているであろう平日の連

続した３日間のデータであるが、日によって放課後に習い事や出かける用事があったなど、

日々の生活の仕方が同じではないことや、活動時間であっても歩数計を装着していない時間

があったなど、活動している時間のすべての歩数データを得ることは簡単なことではない。

また、同意書と口頭の説明によって同意を得、歩数計を配布した児童は20人であったが、小

学校のある平日のみで３日以上連続して歩数データが得られた児童はその約半分の10人であ

った。また、その基準に達していても活動時間内と思われる時間に歩数計を装着しておらず、

歩数データが得られなかった児童もおり、予想以上にデータの収集は困難なところがあった

ようだ。

２．肥満児の親子関係について

　夏休みの生活状況調査の一部として行った質問紙の質問の14項目を以下のように便宜的に

（１）～（４）の親子の関係を示す項目のまとまりごとに分けた。

（１）子どもの学校生活に関する内容：「子どもの学校行事（運動会、保護者会など）に参

加しますか」、「学校での出来事（授業や遊びなど）を聞きますか」

（２）子ども自身についてのことを理解しているか：「子どもの食べ物の好き嫌いを知って

いますか」、「子どもが学校以外にでかける時誰とどこへ行くか知っていますか」、「子

どもと何でも話せますか」、「子どもの性格を理解していますか」、「子どもの友達を知

っていますか」

（３）子どもと一緒に過ごす時間および子どもと一緒の行動：「子どもの勉強をみる（教え
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る）ことはありますか」、「家族でのだんらんの時間はありますか」、「家族で夕食を食

べますか」、「一緒にスポーツをしますか」、「休日には一緒にでかけますか」

（４）子どものしつけに関する内容：「良い事をしたらほめ、悪い事をしたら叱りますか」、

「寝る前に子どもと｢おやすみなさい｣とあいさつをしますか」

　さらに、質問項目に対する回答を「いつも」と「よく」を一つにまとめ、「いつも、よく」、

「ときどき」、「いいえ」の３つに分類したとき、（１）から（４）のそれぞれの回答の割合

は以下の通りである。

（１）「子どもの学校行事（運動会、保護者会など）に参加しますか」の回答は「いつも、

よく」が78.6%、「ときどき」が21.4%、「いいえ」が０%、「学校での出来事（授業や

遊びなど）を聞きますか」の回答は「いつも、よく」が84.6%、「ときどき」が15.4%、

「いいえ」が０%である。

（２）「子どもの食べ物の好き嫌いを知っていますか」の回答は「いつも、よく」が100%、「と

きどき」が０%、「いいえ」が０%、「子どもが学校以外にでかける時誰とどこへ行く

か知っていますか」の回答は「いつも、よく」が100%、「ときどき」が０%、「いいえ」

が０%、「子どもと何でも話せますか」の回答は「いつも、よく」が85.7%、「ときどき」

が7.1%、「いいえ」が7.1%、「子どもの性格を理解していますか」の回答は「いつも、

よく」が100%、「ときどき」が０%、「いいえ」が０%、「子どもの友達を知っていま

すか」の回答は「いつも、よく」が85.7%、「ときどき」が14.3%、「いいえ」が０%で

ある。

（３）「子どもの勉強をみる（教える）ことはありますか」の回答は「いつも、よく」が

92.3%、「ときどき」が7.7%、「いいえ」が０%、「家族でのだんらんの時間はあります

か」の回答は「いつも、よく」が71.4%、「ときどき」が21.4%、「いいえ」が7.1%、「家

族で夕食を食べますか」の回答は「いつも、よく」が92.3%、「ときどき」が7.7%、「い

いえ」が０%、「一緒にスポーツをしますか」の回答は「いつも、よく」が23.1%、「と

きどき」が53.8%、「いいえ」が23.1%、「休日には一緒にでかけますか」の回答は「い

つも、よく」が84.6%、「ときどき」が15.4%、「いいえ」が０%である。

（４）「良い事をしたらほめ、悪い事をしたら叱りますか」の回答は「いつも、よく」が

100%、「ときどき」が０%、「いいえ」が０%、「寝る前に子どもと｢おやすみなさい｣

とあいさつをしますか」の回答は「いつも、よく」が92.9%、「ときどき」が7.1%、「い

いえ」が０%である。

　以上の14項目のうち、（１）の「学校での出来事（授業や遊びなど）を聞きますか」、「子
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どもの学校行事（運動会、保護者会など）に参加しますか」、（２）の「子供の友達を知って

いますか」、「子どもが学校以外にでかける時誰とどこへ行くか知っていますか」、「子どもの

食べ物の好き嫌いを知っていますか」、（３）の「休日には一緒にでかけますか」、「家族で夕

食を食べますか」、「子どもの勉強をみる（教える）ことはありますか」、（４）の「寝る前に

子どもと｢おやすみなさい｣とあいさつをしますか」、「良い事をしたらほめ、悪い事をしたら

叱りますか」の11項目については「いいえ」の回答は０%である。この内、「いつも、よく」

が100%であったのは、（２）の「子どもの性格を理解していますか」、「子どもが学校以外に

でかける時誰とどこへ行くか知っていますか」、「子どもの食べ物の好き嫌いを知っています

か」、（４）の「良い事をしたらほめ、悪い事をしたら叱りますか」の４項目である。また、「い

いえ」の回答があった項目は（２）の「子どもと何でも話せますか」（7.1%）、（３）「一緒に

スポーツをしますか」（23.1%）、「家族でのだんらんの時間はありますか」（7.1%）の３項目

である。さらに、（１）から（４）の「いつも、よく」の平均値が高い順に、（４）96.4%、（２）

94.3%、（１）81.6%、（３）72.7%である。

　また、14項目の質問に対する回答を、「いつも=１」、「よく=２」、「ときどき=３」、「いい

え=４」として点数化し、平均点が低い順に順位化すると以下のようになる。１位「良いこ

とをしたらほめ、悪い事をしたら叱りますか」は1.21、２位「寝る前に子どもと｢おやすみ

なさい｣とあいさつをしますか」は1.29、３位「子どもが学校以外にでかける時誰とどこへ

行くか知っていますか」は1.36、４位「子どもの勉強をみる（教える）ことはありますか」

及び「家族で夕食を食べますか」はそれぞれ1.54、６位「子どもの食べ物の好き嫌いを知っ

ていますか」は1.62、７位「学校での出来事（授業や遊びなど）を聞きますか」は1.69、８

位「子どもの学校行事（運動会、保護者会など）に参加しますか」は1.71、９位「子どもの

性格を理解していますか」は1.75、10位「子どもと何でも話せますか」は1.86、11位「休日

には一緒にでかけますか」は1.92、12位「子どもの友達を知っていますか」は1.93、13位「家

族でのだんらんの時間はありますか」は2.14、14位「一緒にスポーツをしますか」は2.92で

ある。１位の「良いことをしたらほめ、悪い事をしたら叱りますか」と14位の「一緒にスポ

ーツをしますか」平均点の差は1.71であり、全回答の平均は1.75であった。以上のことから、

全体を通して「はい」もしくは「よく」の回答が多かったことが分かる。ただし、「家族で

のだんらんの時間はありますか」、「一緒にスポーツをしますか」については、他の項目と比

べ「ときどき」、「いいえ」の回答が多かった。

　以上のことから、質問項目に対して、「いつも、よく」の回答数が最も多いのは、（４）に

分類した子どものしつけに関する内容である。また、最も少ないのは、（３）に分類した子
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どもと一緒になってなにかをするおよび子どもと一緒に過ごす時間が多くあるという内容で

ある。そして（２）に分類した子ども自身についてのことを理解しているかに関する内容、

そして（１）に分類した子どもの学校生活に関する内容に対する「いつも、よく」の回答数

は（４）と（３）の中間であった。しかしながら、（３）に分類した子どもと一緒に過ごす

時間が多くあるという内容に対する「いつも、よく」の回答数は、（１）、（２）、（４）に分

類した質問項目に対する回答よりも明らかに少ない。　すなわち、「一緒にスポーツをしま

すか」の質問に対する回答は、「いつも」は7.1%、「よく」は14.3%、「ときどき」は50.0%、「い

いえ」は21.4%であり、「いつも、よく」を合わせた回答は23.1%である。全体の１/５ほどは、

夏休み中に親子でスポーツをする機会はないと回答していることから、普段の生活の中でも

同じように、親子でスポーツをする機会はないのではないかと推測できる。また、「一緒に

スポーツをしますか」の質問項目の自由記述の回答は、「テニス」が３人、「卓球」が２人、「水

泳」が２人、「サイクリング」、「キャッチボール」、「バドミントン」、「縄とび」、「基礎体操」、

「上体そらしなどの補助」が１人であった。調査が夏であったことから、「水泳」の回答が

あったと考えられるが、親子で一緒にスポーツをするということは、単純に運動をするとい

うことではなく、親子で楽しく体を動かすということに重点が置かれていると考えられる。

このような機会が全くないということは、親子で過ごす時間がほとんどないこととほぼ同じ

ようなことを示すことになるが、実際には「いいえ」の回答となっていた。

　これらの結果を総合して考えてみると、本研究の研究対象になった肥満児童の親は、子ど

ものしつけに意識を置きながらも、子どもと一緒に時間を過ごすということは少ないという

ことが分かる。子どもにきちんとしつけをしたいとは思っている。しかしながら、しつけを

するために子どもと過ごす時間を多く持たなければ子どものことを把握するのは難しいであ

ろうが、実際には子どもと過ごす時間はあまり多くないという現状が見て取れる。一見、矛

盾しているようにも思えるが、これは現代の家族のあり方や父母の共働き、子どもの習い事

の多様化など、子どもと過ごす時間を作りたいと思いながらも、実際にはそれが困難である

ということが考えられるのではないだろうか。シチズンホールディングス株式会社による小

学生の子どもを持つ親を対象とした「親子のふれあい時間」アンケート（2007）に、親子で

一緒に過ごす時間についての調査がある。それによると、平日で親子一緒に過ごす時間は平

均３時間程度であり、休日では５時間程度である。深谷・熊澤ら（1996）によると、仕事を

持っている母親の半数ほどは、「子どもと過ごす時間を増やしたいか」の問いに「増やしたい」

と回答している。子どもを持っている母親の就労も多く、これらの調査と合わせると、本研

究の結果は理解できるものではないだろうか。
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